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保育所等での保育における安全管理の徹底について 

 

 

保育施策の推進については、日頃より格段の御尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

先般、滋賀県大津市において、保育所外での移動中に園児２名が亡くなるという大変痛ま

しい事故が発生しました。 

当該事故において、現時点では保育所の対応に問題のある点は確認されておりませんが、

保育中の事故防止及び安全対策については、保育所保育指針（平成29年厚生労働大臣告示第

117号。以下「指針」という。）及びその解説においてお示ししているところであり（別紙

参照）、保育所外での活動の際の移動経路の安全性や職員の体制などの再確認を含め、改め

てその取扱いの徹底を管内市町村及び保育所等に周知いただきますようお願いいたします。 

併せて、指針及びその解説でお示ししているとおり（別紙参照）、保育所外での活動は、

保育において、子どもが身近な自然や地域社会の人々の生活に触れ、豊かな体験を得る機会

を設ける上で重要な活動であり、移動も含め安全に十分配慮しつつ、引き続き積極的に活用

いただきますようお願いいたします。 

  

 

  



 

 

 

（別紙） 

○ 保育所保育指針解説（平成 30年３月 厚生労働省編）（抄） 

 

第２章 保育の内容 

４ 保育の実施に関して留意すべき事項 

（３）家庭及び地域社会との連携 

 子どもの生活の連続性を踏まえ、家庭及び地域社会と連携して保育が展開されるよう配

慮すること。その際、家庭や地域の機関及び団体の協力を得て、地域の自然、高齢者や異

年齢の子ども等を含む人材、行事、施設等の地域の資源を積極的に活用し、豊かな生活体

験をはじめ保育内容の充実が図られるよう配慮すること。 

（解説） 

 子どもの発達を支えるためには、保育所と家庭及び地域社会における生活経験が、それぞ

れに実感を伴い充実したものとなることはもちろん、相互に密接に結び付くことが重要であ

る。  

保育所での遊びや活動の中で子どもたちが味わった様々な実体験が、家庭や地域での生活

に生かされるとともに、家庭や地域社会において子どもが身近な環境に触れそれぞれ経験し

たことが、保育所での生活に生かされていくことが大切である。こうしたことにより子ども

は、身の回りの事物に対する興味、関心を広げ、周囲の人々との関わりをより豊かなものに

しながら、友達との関わりを深めていく。  

したがって、保育所保育に当たっては、家庭や地域社会を含めた子どもの生活全体を視野

に入れながら、子どもの抱いている興味や関心、置かれている状況などに即して、必要な経

験とそれにふさわしい環境の構成を考えることが求められる。  

そのためには、保育士等自身が地域における一人の生活者としての視点や感覚をもちなが

ら毎日の生活を営む中で、家庭や地域社会と日常的に十分な連携をとり、一人一人の子ども

の生活全体について互いに理解を深めることが不可欠となる。  

また、都市化や核家族化などが進む中で、日常生活において、地域の自然に接したり、幅

広い世代の人々と交流したり、社会の様々な文化や伝統に触れたりする直接的な体験が不足

しがちとなっている子どもも多い。  

保育所ではこれらのことを十分に踏まえて、保育所内外において子どもが豊かな体験を得

る機会を積極的に設けることが必要である。その際、特に保育所外での活動においては、移

動も含め安全に十分配慮することはもちろんのこと、子どもの発達やその時々の状態を丁寧

に把握し、一人一人の子どもにとって無理なく充実した体験ができるよう指導計画に基づい

て実施することが重要となる。  

様々な地域の資源から協力を得るためには、保育士等が日頃から身近な地域社会の実情を

把握しておくと同時に、地域から保育所の存在やその役割が認知され、子どもや保育につい

て理解や親しみをもって見守られていることが前提となる。  

地域社会との積極的な交流や保育に関する情報の発信など、地域と密な連携を図りながら、

子どもの生活がより充実したものとなるよう取り組むことが求められる。          



 

 

 

 

第３章 健康及び安全 

３ 環境及び衛生管理並びに安全管理 

（２）事故防止及び安全対策 

ア 保育中の事故防止のために、子どもの心身の状態等を踏まえつつ、施設内外の安全点

検に努め、安全対策のために全職員の共通理解や体制づくりを図るとともに、家庭や地

域の関係機関の協力の下に安全指導を行うこと。 

（解説） 

事故の発生を防止するためには、子どもの発達の特性と事故との関わりに留意した上で、

事故防止のためのマニュアルを作成するなど、施設長のリーダーシップの下、組織的に取り

組む。 

事故発生防止に向けた環境づくりには、職員間のコミュニケーション、情報の共有、事故

予防のための実践的な研修の実施等が不可欠である。 

日常的に点検項目を明確にして、定期的に点検を行い、文書として記録し、その結果に基

づいて問題のある箇所を改善し、全職員と情報を共有しておく。 

保育中の安全管理には、保育所の環境整備が不可欠であり、随時確認し、環境の維持及び

改善に取り組む。また、日常的に利用する散歩の経路や公園等についても、異常や危険性の

有無、工事箇所や交通量等を含めて点検し記録を付けるなど、情報を全職員で共有する。 

また、保育中、常に全員の子どもの動きを把握し、職員間の連携を密にして子どもたちの

観察の空白時間が生じないようにする。子どもの安全の観察に当たっては、午睡の時間を含

め、一人一人の子どもを確実に観察することが重要である。 

重大事故の発生防止のため、あと一歩で事故になるところであったという、ヒヤリ・ハッ

ト事例の収集及び要因の分析を行い、必要な対策を講じるなど、組織的に取組を行う。 

さらに、子どもが家庭においても安全な生活習慣を身に付けることができるよう、保護者

と連携を図るとともに、交通安全について学ぶ機会を設けるなど、地域の関係機関と連携し

て取り組むことも重要である。 

 

 

 

 

 

 

  


